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    地形測量と地図作成 

                   井  口  邦  利 

 

 測量といっても全く経験もなくやるのだから失敗もかくごの上である。とは言って 

もはるばるヒマラヤまで行って暇を見つけては一生懸命集めたデータが使えなかった 

というのでは少しばかりみじめなので行く前に二回ほど山へ持って行って操作練習と 

２～３冊の本をインスタントで頭につめ込んでから出掛けた。 

 持って行った測量器具は「S－25」という愛称「トラコン」というトランシットと 

コンパスのあいのこのようなもので、製造元の好意を受けて持って行くことができ 

た。平板測量をすることも一時は考えたが板が持ち運びに不便なのと、仰角の測定が 

できないこと（アリダートにもよるが）や、短時間で測量を処理出来ない（その場で 

誤りのない図を書く自信がない）、など他にもいろいろあるが（平板等は現地で入手 

すれば、このような機器を持込むのに抵抗のある国では小さなアリダードだけ持込め 

ばよいというよい面もある）、小型でしかも使い安く、精度もあり、スタジア測量が 

できる。ということからこの機械を使うことにした。參考のためにその規格を記して 

おく、なお、我々は専用の三脚でなくカメラの三脚が使えるように加工しそれを使用 

した。 

 

   型名      S－25 トラコン 

   重量      1.6kg（ケ－ス共） 

   寸法      120％ 

   視準装置    倍率 12× 

           口径 18 ㎜ 

           全長 120 ㎜ 

           視界 2°40′ 

           正立プリズム光学系 

    スタジア乗数  乗数 100 加数 15・ 

         合焦装置  フリクシンドライブ 

                 フード内蔵 
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    水平分度    分度径  80 ㎜ 

            分画   1° 

            遊標読み 5′ 

            帰零装置付 

    高低角分度   全円 

            仰俯角  52° 

            分画   1° 

    磁石分度    分度有効径  70 ㎜ 

            分画     1° 

            格納時磁針自動休止装置 

    直角副視準器 

    微動装置 

    自己調整機能付 

 我々の行なった測量は、その道の人が見れば一笑に伏されるのが落ちと思うまった 

くの自己流であるが、その方法を雑記してみたいと思う。 

 一時はカメラの写角を使う方法や、小さな風船にカメラをつけて上空からリモート 

コントロールで写真を撮るなどという突ぴょうしのない考えもあったが実現不可とい 

うことで､オーソドックスな方法をとることにした。ただし我々はおうちゃくをして、 

基線の長さは巻尺やひもで計るのはやめてしまった。確度はおちるが凸凹の多い所で 

の測量なので巻尺で水平距離を計るより、スタジア線を使って水平距離を出すことに 

した。外にも測量用ポールの代用にスチール巻尺（マナリでもらった２ｍ用）を使っ 

て必要長さを指で差し、そこをスタジア線と合わせると言った具合である。それでも 

200 メートルの基線を出す場合、１メートルほど前後してもそれを判別することがで 

きたから後は機器の精度のみで0.5％くらいの誤差で測定可能と判断した。 

 測量方法は上記の基線の端、二つの点から放射状に各地点の仰角、伏角、水平角を 

測定する方法で、いわゆる三角形をいくつも作って行く方法では、広い谷で周りの山 

の高い所では多くの基準点を作って三角網を作って行くのは不可能であるために、こ 

うした訳であるが、200 メートルの基線で５キロメートルくらい先の地点を測量する 

のであるからいちぢるしく鋭角の三角形で、その上誤差を補正する手段もなんら構じ 

ていない。その上局所磁気の影響も補正する方法をしていないから、場所によっては 

かなりの誤差があると思われる。また遠くの地点ほど誤差は増大していると見なけれ 

ばならない。 
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 記録はポール代用の巻尺を持った者が基線を引いた後記録係として方眼紙上に分度 

器でおよその角度と対称名を記入する方法をとることにしてその場で大きなミスは発 

見できるようにした。ただ角度の数字だけの記録ではなかなか大きなミスも発見でき 

ないと思ったからである。 

 以上が測量の概要であるが、いろいろミスや大変なこともあった。 

 雪原上での測量は一番問題が多いと思う。いくら雪を固く踏み固めても三脚はだん 

だん足がバラバラに雪にささり込んで行くため、トランシットを水平に保つことがで 

きない。測量中にそれを発見してもトランシットをいじってはそれ以前の測量はフイ 

になってしまうし、水平にしなければ測量はできないと言った具合で、半分あきらめ 

のムードで測量？をしたこともあった。ひどいものは作図をすると実際のピークの配 

置と前後関係が逆になっていた！という笑えないものもある。それに測量は晴れてい 

ないと出きないから雲などの出ない朝の早いうちがよいが、測量地点について途中で 

雲が出てくると、まったく困りものである。ガスが晴れるのを１時間も２時間も待た 

なければならないことがある、それも測量途中だと三脚が雪にめり込んで水平が狂う 

のではないかと気が気ではない。そんな訳で軟雪上での測量はやらない方がましであ 

るという感じがする。ファブランの各ピークの高さを出そうと思った時もデータはま 

ったく使い物にはならなかった。 

 

 計算方法 

 

 図のような三角形の辺Ａ,Ｂ,Ｃ，角ａ,b,ｃ間には 

         Ａ ＝ Ｂ ＝ Ｃ  

       Sin a  Sin b  Sin C  の関係が成立つから 

 

図６のような実際の測量するものに当はめて 

 ｈ 高さ 

 Ａ 基線の長さ 

 ａ,b,ｃ 水平角 

 ｄ′ｃ′ 仰角あるいは伏角 

 Ｂ,Ｃ 水平距離 

とすると、トランシットで測量可能なものはＡ,Ｃ,ｂ,ｃ´,b´であるから 

       ∠ａ＝180－(∠ａ十∠Ｃ) 
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 テイロット谷源頭部地図は位置関係をおおむね測量結果からプロットして、それに 

可能な限りの方向から撮られた多くの写真によってこれに若干の修正を加えると同時 

に測量でカバーされなかった部分、ピーク、小尾根、稜線上のコブ、ギャップ、山肌 

の雪、岩の別をつけ加えて作図したものである。 

 各ピークの標高は測量地点の高さを高度計によって測定した値と、あらかじめ高度 

の判明しているピーク（ここではガングスタンで必ずしも正確な高度であるかどうか 

は不明ではあってもこれを使わざるを得なかった）を測量して、測量地点の高度を逆 

算出して、前者の高度計による高度との平均を出し、その高度の上に測量による高度 

Ｈを上積し、それと写真によって周辺のピークと比較して修正の必要ありと思われる 

ものには修正を加えてある。これらはトランシットによる測量が全面的には信用する 

ことができなかった結果採用した処理方法である。 

 誤差をなるべく少なくしようという方法を使わなかったし、また測量のための時間 

を作らずに短時間での測量、取扱いの未熟などいろいろの原因で満足すべき結果は得 

られず、不備な点が多々あると思いますが、あえてここに発表し大方のご批判を仰ぎ 

たいと思う。 


